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三
昭
和
十
二
年
支
那
事
変
が
勃
発

し
、
や
が
て
大
東
亜
戦
争
え
突
入

し
よ
う
と
す
る
前
年
、
昭
和
十
五

年
三
月
私
は
付
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
戦
局
は
益
々
重
大
化
し
当
時

す
で
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
も
姿
を

消
し
、
ガ
ソ
リ
ン
其
他
の
重
要
物

資
は
す
べ
て
統
制
下
に
お
か
れ
、

押
亙
う
帽
伴
怛
大
白
一
員
贈
ぺ

叱
・り
体
系
を
匕
ろ
な
ら
ぱ
Ｔ
Ｊ
ア

ー
勹
帽
り
の
所
要
労
刀
に
血
气
倥

で
ろ
二

大
型
磯
皿
、い眉
で
、ぱ
ど

コ
ニ
ト
友
こ
な
る
。

農
業
振
興
地
域
計
画
の
必
蠅
匸

に
つ
い
て
‥弌
心
弟
で
述
べ
た
が
、

心
帽
快
つ
く
将
来
い
稲
作
の
生
産

ラ
ビ
う
ず
る
か
が
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。

兼
業
化
か
進
む
に
つ
れ
機
械
化

は
促
進
さ
れ
る
が
過
剰
投
資
と
な

り
所
ハ
ッ
？
得
る
生
産
手
段
か
ら
か

け
賍
訌
て
し
参
つ
現
状
で
あ
る
、

そ
こ
で
こ
れ
ら
問
題
点
を
解
決
す

る
べ
く
新
し
い
農
業
生
産
の
仕
組

反
愃
で
第
２
種
兼
業
的
要
素
の
強

い
市
で
あ
る
た
め
全
面
作
業
受
託

に
方
向
爭
定
の
て
い
る
と
云
う
の

は
判
詞
収
入
の
多
い
と
こ
ろ
で
、

長
衣
の
荀
望
・も
治
い
こ

で
も
あ
る

が
と
か
く
ご
て

ぱ
農
協
か
ら
離
れ

が
ち
で
あ
り
そ
の
歯
止
め
と
し
て

こ
の
受
託
経
営
ふ
こ
趨
じ
そ
の・
き
づ

な
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
、
又

農
ぶ
に
は
兼
芙
で
金
ら
う
け
さ
せ

農
業
生
爪
は
農
協
で
問
倒
兒
る
べ

き
が
農
協
の
太
質
だ
と
し
て
い
る

し
に
が
つ
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
農

協
が
基
本
給
二
万
円
、
一
日
千
円

の
報
酬
を
出
し
て
い
る
が
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
意
欲
的
に
取
組
み
が
出

新
し
い
農
業
の
方
向

を
求
め
て
福
井
県
鯖
江
農
協
坂
井

農
協
、
愛
知
県
高
岡
農
協
を
、
視

察
調
査
し
た
。
（
調
査
者
役
場
か

ら
滝
口
課
長
、
中
野
係
長
、
農
協

山
県
課
長
、
普
及
所
能
野
技
師
）

視
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
現
在
の
高

水
準
の
機
械
化
一
貫
作
業
体
系
を

活
川
し
得
る
①
農
協
の
取
り
組
み

組
織
体
制
⑤
農
家
の
背
景
（
生
活

生
産
環
境
等
）
な
い
し
は
事
業
の

受
け
と
め
④
す
万
め
る
リ
ー
ダ
ー

や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
機
械
運
転
者

）
確
保
①
受
託
農
地
の
集
団
化
と

圃
場
整
備
を
お
い
た
。

鯖
江
市
農
協
で
は
農
家
は
平
均
六

気
持
の
状
態
で
し
た
。

当
時
の
三
隅
の
産
業
面
で
は
、

林
業
の
面
で
村
有
林
野
の
運
営
に

お
い
て
特
別
会
計
の
も
と
林
野
施

業
案
が
定
め
ら
れ
、
適
圸
に
あ
つ

た
樹
種
の
選
定
等
適
切
な
年
次
造

林
計
画
を
立
て
、
村
永
遠
の
財
源

確
保
に
つ
と
め
ま
し
た
。
水
産
業

町
政
施
行
の
思
い
出
【
其の二
】

白
　
藤
　
　
董

村
氏
（
当
時
は
村
）
の
日
常
生
活

も
凵
を
逐
う
て
不
自
由
の
度
を
加

え
て
来
ま
し
た
、
一
方
赤
紙
で
召

集
さ
れ
た
沢
山
の
】
家
の
柱
石
を

送
り
、
他
方
で
は
戦
死
、
戦
病
死

戦
砌
死
の
多
く
の
英
霊
い
い
迎
え

に
寸
暇
な
き
　
つ
５
う
の
ら
引
に

に
あ
つ
て
は
大
正
三
年
四
月
漁
業

権
が
村
有
か
ら
野
波
瀬
浦
に
移
譲

さ
れ
、
そ
の
生
産
癩
も
急
速
に
増

加
い
た
し
砥
し
た
、
又
商
工
業
も

浙
次
盛
大
に
赴
く
兆
し
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

も
っ
と
八
体
的
に
巾
し
・匸
す
と

来
る
よ
う
Ｉ
〇
ア
ー
ル
当
り
受
託

料
三
俵
と
し
努
力
の
結
果
余
剰
金

が
出
た
場
合
は
配
当
す
る
等
農
家

に
自
主
性
が
生
ま
れ
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。
一
方
坂
井
農
協
は
一

戸
耕
作
面
積
一
・
四
瓰
の
純
農
村

地
域
で
圃
場
整
備
も
ほ
と
ん
ど
さ

れ
生
産
体
制
は
か
な
り
よ
い
様
に

察
し
た
。
し
か
し
近
年
兼
業
は
一

段
と
進
み
つ
つ
あ
り
講
負
耕
作
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
全
面
的
で
は
な
く
主
と

し
て
作
業
を
部
分
的
に
委
託
し
、

そ
れ
は
部
落
集
団
の
生
産
組
織
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

こ
こ
で
は
生
産
集
団
が
か
な
り

し
つ
か
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

農
家
の
耕
作
規
模
が
大
き
い
専
業

農
家
が
多
い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

機
械
は
農
協
有
部
落
有
と
半
々
を

利
用
し
て
い
る
が
、
受
託
料
及
び

利
用
料
を
定
め
そ
の
範
囲
内
で
運

村
有
林
や
私
有
林
所
有
者
の
福
利

増
進
と
林
道
の
普
及
を
目
的
と
し

て
森
林
組
合
や
煙
草
耕
作
組
合
の

創
立
に
あ
わ
せ
て
、
葉
煙
草
収
納

所
を
村
へ
誘
致
し
、
こ
れ
と
前
後

し
て
生
果
物
統
制
組
合
を
結
成
し

ま
し
た
。

農
作
の
面
で
は
食
糧
増
産
の
時

代
で
、
浅
田
上
ゲ
両
部
落
の
灌
服

用
溜
池
を
竣
工
す
る
こ
と
に
よ
り

多
年
に
亘
る
旱
害
が
防
止
さ
れ
生

唯
の
確
保
を
達
成
し
た
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
未
完
）

営
し
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

活
動
指
示
は
農
協
の
受
託
計
画
に

添
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
ぷ
賜
受
託
料
耕
う
ん
整
地

三
八
〇
〇
円
、
育
苗
六
〇
つ
○
円

円
碵
二
つ
つ
つ
円
べ
穫
七
乱
〇
〇

円
乾
燥
調
整
四
○
○
○
円
、
全
面

信
託
三
四
〇
〇
〇
円
）
な
お
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
等
の
中
核
農
家
の
育
成

に
当
っ
て
は
特
に
そ
う
云
う
農
家

が
年
間
を
通
じ
所
碍
源
を
得
る
よ

う
育
苗
施
設
の
管
理
収
穫
時
の
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
作
業
を
請
負
わ

せ
る
等
配
慮
し
て
い
る
。

愛
知
県
高
岡
農
協
　
こ
こ
は
目

勣
車
の
製
造
元
豊
田
市
の
中
で
す

べ
て
労
働
力
は
工
業
部
門
へ
の
提

供
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
起

き
て
い
る
現
実
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
農
地
の
値
上
り
が
進
む
中
で

農
業
の
み
に
取
り
組
む
も
の
、
仕

方
な
く
維
持
の
た
め
耕
作
す
る
者

放
任
さ
れ
る
者
、
こ
う
し
た
事
態

に
農
協
は
何
を
な
す
べ
き
か
の
観

点
に
立
っ
て
受
託
事
業
を
始
め
た

と
云
う
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も

農
業
に
定
着
す
る
農
民
を
農
協
の

母
体
の
よ
う
に
大
切
に
し
育
成
に

つ
と
め
て
い
る
。
従
っ
て
機
械
は

農
協
が
保
有
し
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

貸
付
し
受
託
料
か
ら
減
価
償
却
す

る
型
態
を
と
っ
て
い
る
。
受
託
の

と
り
ま
と
め
は
農
協
が
行
う
が
作

業
は
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
で
の
農
業
を
担
当

さ
せ
ら
れ
た
場
合
の
問
題
点
と
し

て
村
の
雑
役
裏
で
か
ぶ
せ
ら
れ
、

グ
ル
ー
プ
が
崩
嗄
す
る
危
険
性
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
以
上
純
農
村

地
帯
、
兼
業
地
帯
、
高
度
都
市
化

地
帯
と
代
表
的
地
域
に
お
け
る
新

し
い
農
業
生
産
の
万
向
を
検
討
し

た
訳
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
及

び
農
協
、
行
政
が
協
力
し
本
町
で

の
あ
る
べ
き
姿
を
見
出
ず
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

税

の

相

談

は

お

気

軽

に

土
地
を
売
っ
た
ら
税
金
は
ど
れ

だ
け
か
か
る
か
、
家
を
建
て
た
と

き
の
税
金
は
ど
う
な
る
、
贈
与
税

の
計
算
は
１
こ
う
し
た
税
金
に
つ

い
て
の
相
談
な
ら
、
長
門
税
務
署

の
「
税
の
相
談
日
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
税
の
相
談
日
は
、
毎
月
五
、

一
五
、
二
五
日
（
こ
の
日
が
日
曜

祝
日
な
ら
翌
日
）
で
す
。
住
所
や

名
前
も
言
わ
な
い
で
自
由
に
相
談

で
き
ま
す
。
む
ろ
ん
無
料
で
す
。

税
金
に
は
、
き
め
ら
れ
た
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
利

に
な
る
特
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
と
く
に
、
土
地
や
家
屋
に
関

す
る
税
金
の
場
合
が
そ
う
で
す
。

税
の
相
談
日
に
は
、
こ
う
し
た
点

巨
星
お
っ
、
突
然
の
訃
報
を
新

聞
で
見
て
葬
儀
に
参
加
し
た
（
六

月
八
日
、
東
京
新
宿
宝
祥
寺
）
、

口
本
学
術
会
議
と
日
本
宗
教
学
会

に
属
す
る
大
部
分
の
学
者
、
教
授

と
東
大
、
東
北
大
、
慶
大
、
駒
大

等
の
門
下
生
が
参
列
さ
れ
、
大
暴

風
雨
の
中
で
あ
っ
た
が
、
告
別
式

郷土の先賢
その26

印
渡
哲
学
宗
教
学
会
会
長
、
門
下

生
代
表
と
続
い
た
、
弔
電
も
総
理

大
臣
、
文
化
庁
長
官
、
文
部
大
臣

を
始
め
六
八
〇
通
に
及
ん
だ
。

△

明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
六
日

生
れ
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

宗
教
学
科
を
卒
業
、
姉
崎
正
治

石

津

照

璽
（
中畑）

を
ふ
く
め
数
百
の
人
が
お
別
れ
に

集
っ
た
（
交
通
整
理
警
官
四
名
で

車
等
の
整
理
に
当
っ
て
い
た
）

弔
辞
を
見
る
と
日
本
学
術
会
議

代
表
、
日
本
宗
教
学
会
代
表
、
国

際
史
学
会
代
表
、
駒
沢
大
学
仏
教

学
部
長
、
東
北
大
総
長
、
慶
応
大

学
大
学
院
、
社
会
学
研
究
科
委
員

長
、
東
北
大
文
学
部
長
、
東
北
大

先
生
の
期
待
を
一
身
に
集
め
て

文
学
博
士
と
な
り
、
東
北
大
学

教
授
を
経
て
文
学
部
よ
り
始
め

て
東
北
大
字
総
長
と
な
り
、
次

で
慶
応
大
学
大
学
院
教
授
、
駒

沢
大
学
仏
教
学
部
教
授
を
現
任

中
で
あ
っ
た
、
又
日
本
学
術
会

議
会
長
、
日
本
宗
教
学
会
会
長

と
し
て
、
そ
の
声
名
は
世
界
に

上　役場前の駐車場

下　宗頭文化センター、幼稚園の駐車場

【 説 明 】

明るく正しい
選挙 を

七
月
十
四
日

は
農
業
委
員
会

の
委
員
の
選
挙

の
日
で
す
。

農
家
に
と
っ
て

は
大
切
な
仕
事

を
す
る
農
業
委

員
会
で
す
。

立
派
な
選
挙
で

立
派
な
委
員
を

選
び
ま
し
よ
う

・
告
示
　
　

七
月
七
日

・
選
挙
権
　
毎
年
一
月
一
日
現

在
に
て
調
製
さ
れ
た
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
（
但
し
失
格
者
を
除
く
）

・
投
票
所
自
午
前
七
時
至
午
後

六
時

場
所

九
ヶ
所（
従
来
通
り
）

・
開
票
　
即
日
開
票

七
月
十
四
日
午
後
七
時

・
候
補
者
の
届
出
　
七
月
七
日

～
七
月
八
日

届
出
の
書
類
は
町
選
管
に

お
い
て
準
備
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い

・
不
在
者
投
票
　
七
月
七
日

？
七
月
十
三
日
（
毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
）

・
こ
の
選
挙
は
公
選
法
公
選
令

の
う
ち
議
会
議
員
の
選
挙
に

関
す
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
凖

用
さ
れ
ま
す
。

★
自
衛
官
募
集

一
、
陸
、
海
、
空
自
衛
官
を
募
集

二
、
応
募
資
格
　
1
8、～
2
5才
末
満

（
高
校
生
は
昭
和
4
8年
３
月
卒
業

見
込
）

三
、
初
任
給
　
三
万
円

四
、
国
家
免
許
技
術
習
得
が
可
能

五
、
詳
し
く
は
町
役
場
総
務
課

電
話
　
三
？
○
三

二

へ

を
税
務
署
の
幹
部
が
す
す
ん
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

○
七
月
は
固
定
資
産
税
第
二
期
分

の
納
期
で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま

し
よ
う
。

人
づ
く
り
は
町
づ
く
り

学
制
一
〇
〇
年
以
前
の
三
隅
教
育
は

前
号
で
尊
聖
堂
、
福
井
塾
に
つ

い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
か
ら
し
て

も
当
時
は
私
塾
・
家
塾
・
手
習
場

寺
小
屋
な
ど
と
う
た
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
中
に
は
一
代
の
せ
き
学

に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
尊
敬
す
べ

き
偉
大
な
人
格
、
卓
越
し
た
学
問

喧
伝
さ
れ
て
い
た
。

三
隅
出
身
の
文
化
人
の
「
訓
え

」
を
成
人
者
に
記
念
品
と
し
て
配

布
し
よ
う
と
の
議
が
起
り
、
先
生

と
伊
木
寿
一
氏
に
依
頼
し
た
。

間
も
な
く

但
能
相
続
　
名
主
中
主

せ
ん
こ
う
み
っ
よ
う
は
ぐ
の
ご
と

く
ろ
の
ご
と
し
、
た
だ
よ
く
そ
う

ぞ
く
す
る
を
し
ち
ゆ
う
の
し
ゆ
と

な
ず
く
　
（
洞
山
悟
本
禅
師
の
宝

鏡
三
味
よ
り
引
用
さ
れ
た
愛
用
の

句
）じ

っ
と
ひ
っ
そ
り
努
力
し
て
お

ろ
か
な
よ
う
に
み
え
て
も
よ
い
、

よ
く
や
り
っ
づ
け
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
あ
る
。

味
い
深
い
句
を
送
ら
れ
、
三
隅

の
後
輩
の
奮
起
を
し
よ
う
よ
う
さ

れ
た
。

（
斉
藤
元
宣
）

の
権
威
に
お
い
て
教
授
さ
れ
、
習

う
者
も
目
ら
求
め
て
止
ま
ぬ
学
徒

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
感
化
影
響

も
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
そ
の
門
下
か
ら
は
数
多
く

の
人
材
が
輩
出
し
、
次
代
に
大
き

な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
小
さ
な
一
私
塾

で
あ
っ
て
も
、
城
こ
尊
ぶ
ぺ
き
、

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
生
徒
数

は
一
時
五
〇
人
―
六
〇
人
と
数
え

町
外
か
ら
も
数
名
、
先
生
に
は
塾

頭
外
に
馬
島
春
海
、
槇
沢
因
蔵
、

石
川
重
玄
な
ど
が
あ
た
り
、
全
く

師
弟
一
体
と
な
っ
て
勉
学
に
精
励

し
短
期
間
に
意
外
と
多
く
の
有
名

人
を
輩
出
し
た
。

〔
門
下
生
の
中
に
は
〕

・
柴
田
家
門
　
　
文
部
大
臣

・
石
部
六
郎
　
　
岡
山
県
令

・
山
中
信
義
　
　
陸
軍
中
将貴

族
院
議
員

・
原
田
良
太
郎
　
々
少
将
（
騎
兵

監
）
憲
兵
司
令
官

・
磯
部
孝
一
　
　
衆
議
院
議
員

・
落
合
野
泰
蔵
　
　
陸
軍
軍
医
総
監

（
日
赤
社
理
事
）

な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
辺
か

ら
し
て
も
本
町
の
教
育
に
対
す
る

識
者
の
態
度
が
遠
く
明
治
維
新
以

前
か
ら
胚
胎
し
か
っ
旺
盛
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
、
ひ
い
て
こ
の
風

が
次
の
郷
学
に
も
更
に
学
制
発
布

当
時
に
於
け
る
本
町
教
育
に
も
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

（
教
育
長
　
三
原
祥
祐
）

『
当
時
の
人
づ
く
り
』
に
敬
意
を

表
す
べ
き
で
あ
る

社
会
体
育
行
事
予
定

七
月
上
旬

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
会
議

・
下
旬

夏
季
休
暇
ラ
ジ
オ
体
操
（
八
月

末
）

八
月
上
旬

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
外
活
動
（

キ
ャ
ン
プ
大
会
）

子
供
会
球
技
大
会

幼
稚
園
児
水
泳
教
室

・
中
旬

中
・
高
校
生
球
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
国
大
会

町
内
野
球
大
会

郡
子
供
会
球
技
大
会

・
下
旬

町
内
盆
踊
大
会

町
内
水
泳
大
会
（
記
録
会
）

文
化
セ
ン
タ
ー
　

宿
泊
研
修

七・一
Ξ
よ
一
四
　
中
学
校
町
外
宿
泊

研
修
大
会

（
・
四
、五
郡
青
少
年
赤
十
字
団
研

修

隅

・

向
山
塾
（
慶
応
二

八
六
七
）
―

明
治（
一
八
七
二
）
は
野
波
瀬
口
向

山
部
落
に
あ
つ
た
。

毛
利
氏
の
重
臣
児
玉
小
民
部
親

臣
の
給
領
下
で
、
豊
原
の
住
人
の

大
庄
屋
磯
部
吉
蔵
の
持
地
を
借
り

上
げ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
、
児
玉

親
臣
は
四
境
戦
争
に
従
軍
の
後
、

静
か
に
将
来
の
時
勢
を
達
現
し
今

後
の
日
本
に
最
も
要
ず
る
も
の
は

人

で

あ

り

、

よ

き

人

材

を

輩

出

さ

せ

る

為

に

は

よ

き

学

び

舎

と

指

導

者
が
必
要
で
あ
る
と
萩
の
士
、
山

本
清
十
郎
を
迎
え
て
塾
頭
と
し
て

開
い
た
の
で
あ
る
、
漢
学
の
外
に

習
字
と
簡
単
な
算
術
を
教
え
、
ま

た
児
玉
親
臣
は
兵
式
教
練
を
も
教



警
察
官
募
集

詳
細
は
警
察
署
又
は
総
務
課
へ
問
合
せ
て
下
さ
い

農業振興 の意向調査
町
に
お
け
る
胯
業

振
興
の
計
画
は
お
お

む
ね
十
年
を
目
途
に

①
土
地
利
用
計
画

②
土
地
保
有
計
画

③
基
盤
の
整
備
計
画

④
近
代
化
施
設
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
で

す
。
町
段
階
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お

調
査
票
は
一
戸
一
部

配
付
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
五
六
九
戸
の

回
答
を
受
け
ま
し
た

（〔
注
〕野
波
瀬
部
落
は
未
回
答
）

一
、
土
地
利
用
に
関
す
る
意
向

（
一
）
あ
な
た
の
農
地
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
か
（
一
〇
年
間
）

①
農
道
や
畜
舎
等
農
業
用
施
設
に

つ
ぶ
す
　
一
〇
、
三
知
　
②
宅
地

転
用
や
荒
廃
す
る
一
九
、
四
加

（
二
）
山
林
原
野
を
開
発
し
て
農

用
地
に
利
用
し
た
い
匸
一
、
五
加

（
三
）
十
年
後
の
農
用
地
の
利
用

面
積
は
（
単
位
知
）

水
田
一
九
四
、
畑
一
三
、
果
樹
園

二
九
、
採
草
地
Ξ
、
そ
の
他
一
一

三
、
計
三
五
二
、
わ
か
ら
な
い
二

四
八

二
、
農
業
経
営
の
方
向

家
族
と
農
業
従
事
者
の
見
と
お

し
　
①
家
族
人
員
は
、
現
在
二
、

六
四
八
人
だ
が
十
年
後
は
Ｉ
、
六

七
四
人
と
な
る
　
農
業
従
事
者
は

現
在
一
、
七
六
二
人
が
将
来
九
一

三
人
と
な
る
。

②
後
継
者
（
単
位
は一戸
数
）

現
在
後
継
は
い
る
一
四
一
、
決
っ

て
い
る
が
就
業
し
て
い
な
い
匸
一

〇
、
後
継
に
意
志
が
な
い
三
六
、

自
分
の
代
限
り
で
や
め
る
二
八
、

わ
か
ら
な
い
ニ
ー五
、
未
回
答
二

九③
今
後
ど
の
よ
う
な
経
営
を
や
り

た
い
か

農
業
だ
け
の
経
営
六
八
、
農
業
が

主
な
兼
業
経
営
一
五
四
、
兼
業
が

主
な
農
業
経
営
二
四
三
、
農
業
を

や
め
る
二
四
、
回
答
な
し
八
〇

④
あ
な
た
の
部
落
や
地
区
で
重
点

的
に
と
り
上
げ
振
興
し
た
い
作
目

稲
作
と
回
答
し
た
も
の
　
五
八
、

牛
　
二
八
、
果
樹
　
二
四
、
施
設

園
芸
　
十
二
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
　
七

養
豚
　
七
戸

⑤
機
械
に
よ
り
作
業
の
や
り
方
を

考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

変
え
た
い
一
六
五
、
変
え
た
く

な
い
一
六
二
、
変
え
た
い
と
回
答

し
た
も
の
で
協
業
経
営
で
や
り
た

い
三
三
、
機
械
共
同
利
用
六
一
、

農
業
等
の
信
託
事
業
希
望
五
五
、

そ
の
他
一
六

又
変
え
た
く
な
い
も
の
は

過
剰
投
資
と
な
っ
て
も
自
分
で
作

る
が
六
一
、
そ
の
他
八
七

三
、
今
後
産
地
化
や
経
営
拡
大
に

ど
の
よ
う
な
作
目
を
と
り
入
れ
て

行
き
た
い
か
。

専
問
経
営
を
営
み
た
い
　
二
二
二

内
訳
は
　
米
一
八
六
、
肉
牛
一
〇

煙
草
六
、
鶏
五
、
柑
橘
四
、
酪
農

三
、
施
設
園
芸
三
、
豚
二
、
露
地

野
菜
二
、
花
キ
ー
　米
十
の
複
合

経
営
を
図
り
た
い
三
二
四

内
訳
は
　
米
十
肉
牛
五
〇
、
十
煙

草
三
〇
、
十
柑
橘
二
九
、
十
露
地

野
菜
三
一
、
十
果
樹
二
五
、
十
施

設
園
芸
二
二
、
十
鶏
一
五
、
＋
花

キ
ー三
、
十
豚
六
、
十
酪
農
五
、

十
柆
業
五
、
そ
の
他
十
二

四
、
経
営
面
積
の
動
向

買
い
た
い
七
九
、
借
り
受
け
た
い

三
三
、
開
発
し
て
ほ
し
い
二
六
、

ゆ
ず
り
渡
し
て
も
よ
い
七
、
貸
付

し
て
も
よ
い
五
四
、
わ
か
ら
な
い

一
九
五

五
、
地
区
で
の
土
地
基
盤
整
備
事

業
の
希
望
　
四
一
一

回
答
は
農
道
整
備
匸
ニ
ニ
、
用
水

改
良
八
三
、
排
水
改
良
四
〇
、
客

土
三
〇
、
交
換
分
合
二
七
、
農
地

造
成
五
、
草
地
造
成
五
、
事
業
に

希
望
し
な
い
三
二

六
、
地
ほ
で
の
近
代
化
施
設
の
事

業
希
望
　
一
八
四

内
訳
は
一
位
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
上
二

八
戸
、
農
業
機
械
管
理
施
設
三
三

育
苗
施
設
二
九
、
加
工
施
設
十
九

集
荷
所
一
八
、
そ
の
他

・
勲
記
勲
章

勲
五
等
瑞
宝
章
　
香
月
　
斌

勲
七
等
瑞
宝
章
　
故
杉
原
政
信

勲
八
等
瑞
宝
章
　
堀
　
光
太
郎

勲
六
等
瑞
宝
章
　
故
豊
田
宗
夫

勲
八
等
端
宝
章
　
故
仲
居
　
一

・
表
　
彰

全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
長

表
彰
　
　
　
　

田
村
良
弌

山
口
県
知
事
感
謝
状
授
与
　
元
国

保
運
営
協
議
会
委
員
　
白
藤
　
董

山
口
県
知
事
感
謝
状
授
与
国
民
年

金
優
良
民
間
地
区
組
織

小
島
部
落
代
表
　
沖
村
重
誓

○
善
意

二
〇
〇
〇
〇
円
夫
岡
村
源
一
死
亡

豊
原
　
岡
村
寿
美
子

一
五
〇
〇
〇
円
父
河
村
新
右
工
門

家
庭
生
活

①
外
出
Ｉ
○
外
出
先
、
帰
宅
予
定

時
刻
、
同
伴
者
、
用
件
を
冢

人
に
知
ら
せ
て
お
く

○
夜
間
外
出
は
、
六
時
の
「
お

帰
り
サ
イ
レ
ン
」
で
一
応
帰

宅
し
、
そ
れ
以
後
の
外
出
は

八
時
ま
で
と
す
る

④
映
画
等
１
映
画
や
劇
等
の
興
行

は
学
校
の
許
可
し
た
も
の
の

み
と
す
る

余
暇
善
用

①
交
友
関
係
Ｉ
○
男
女
の
一
対
一

の
交
際
は
厳
禁

○
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
は
い
け

匈
水
泳
Ｆ
水
泳
心
得
を
よ
く
守
り

水
難
事
故
を
お
こ
さ
な
い
こ

③
病
気
戸
防
１
規
則
正
し
い
生
活

を
し
、
暴
飲
暴
食
、
寝
冷
え

に
留
意
す
る

④
身
体
異
常
―
む
し
歯
、
眼
病
、

そ
の
他
身
体
疾
患
は
こ
の
期

間
に
完
治
し
て
お
こ
う

学
　

習

丿
午
前
中
は
外
出
し
な
い
で
、
学

習
を
す
る
。
毎
日
三
時
間
の

学
習
が
必
要

②
不
得
意
教
科
の
征
服
、
能
力
に

あ
っ
た
研
究
、
読
書
等
を
計

画
に
と
り
入
れ
よ
う

③
一
人
一
研
究
を
推
進
し
よ
う

そ
の
他

①
夏
休
み
生
活
目
標
を
た
て
、
生

活
時
程
表
を
つ
く
り
、
く
い

の
な
い
夏
休
み
を
す
ご
そ
う

・

自
然
に
親
し
む
運
動

最
近
の
社
会
経
済
の
急
激
な
発

展
と
、
著
し
い
工
業
杜
会
化
等
の

情
勢
に
と
も
な
い
、
生
活
基
盤
で

あ
る
自
然
環
境
の
損
壊
は
ひ
ど
く

社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
た
め
自
然
環
境
に
親
し
み
、

心
身
の
健
康
の
増
進
を
は
か
る
と

と
も
に
自
然
保
護
の
精
神
を
高
め

る
運
動
を
七
月
二
一
日
か
ら
八
月

二
〇
日
ま
で
環
境
庁
主
唱
で
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

標
語
並
び
に
シ
ン
ポ
ー
ル
マ
ー

ク
の
募
集
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

ご
応
募
下
さ
い
。
詳
細
は
総
務
課

え
問
合
せ
下
さ
い
。

悲
喜
交
々

出
　
生

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
一
日
か

ら
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
五
日
迄

沢
江
　
　
村
田
尚
美
　
　
正
行

小
島
　
　
宇
野
絹
代
　
　
秀
平

浅
田
　
　
山
村
光
弘
　
　
栄

野
波
瀬
　
高
野
紀
恵
　
　
繁
生

浅
田
　
　
六
藤
和
成
　
　
栄
侍

浅
田
　
　
海
田
孝
明
　
　
武
司

浅
田
　
　
杉
原
慎
一
　
　
一
雄

豊
原
　
　
河
田
圭
司
　
　
武
志

野
波
瀬
　
岡
崎
真
弓
　
　
明

浅
田
　
　
岡
村
英
美
　
　
正
則

滝
坂
　
　
粟
畑
貞
宣
　
　
一
雄

市
　
　
　
高
山
博
史
　
　
成
人

死
　
亡

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
一
日
石

ら
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
五
日
吃

小
島
　
　
嶋
尾
ミ
ヨ

豊
原
　
　
原
川
フ
サ

東
方
　
　
西
村
四
郎

野
波
瀬
　
角
村
誠
治

下
中
小
野
　
須
山
キ
ヨ

下
中
小
野
　
安
富
マ
ツ

下
中
小
野
　
石
川
栄
人

沢
江
　
　
前
田
与
吉

中
村
　
　
岡
野
桝
市

小
島
　
　
伊
藤
良
範

中
村
　
　
木
原
ト
キ

中
村
　
　
松
田
繁
三

七
四
才

七
八

七
七

六
五

七
六

八
八

七
〇

八
五

八
二

四
八

七
八

六
一

中 学 野 球 部 優 勝　　 ；

５ 月27 、28 日 の両 日 、 宇 部 市 で
山 口 県 中 学 校 西 部 春 季 体 育大 会 が
行 わ れ 、三 隅 中 野 球 部 が 、長 門 大
津 地 区中 学 校 代 表 とし て 出場 し た
そ の 戦 績 は　27 日　三 隅中 ４－ ２
常 盤 中　 三 隅 中 ６－ Ｏ彦 島 中　　

｜

28 日準 決 勝　三 隅 中 ５－ １安 岡　 罌
決 勝　三 隅 中9 －1 神 原 中　　　J j

夏 柑 再 開 発

小 島 地 区 は ，夏 柑 園 の再 開 発 事
業 を 実 施 し た。 改 槓 面 積4, 2  t i aで
内 八 朔 を1, 889$, 新 甘 夏2, 045 本
を 故 栽 し 総 延 長2, 812･72 の 道 路 を
開 設 整備 し た 。 改 植 費 用1385, 000
円 ， 園 地 整 備 費10. 549, 000 円 ， 総
事 業 費11, 934, 000 円 で 出 来 上っ た

ソ レ ケ イ　・　フ ン ト ナ
漁 船 上 架 施 設

野 波 瀬地 区 漁民 待望 の 漁 船 上架
施 設 が完 成し た。 この 施 設 は46 年
度 の 第 ２次 沿 岸漁 業 構造 改善 事業
と｡し て 行 なっ た もの で 総 事業 費6，
375, 000 円（ 補助 金5, 024, 500 円 ，
自己 資 金1, 350, 500 円 ）で 漁 業 生
産 性 の一 層 の 向 上 が期 待 さ れ る。

給 食 セ ン タ ー へ 実 習 生

萩 女子 短 大 食物 栄養 専攻 の 学 生
６名 が 栄 養士 資 格取 得 の た め 給食
セ ン'タ ー に て 、学 校給 食、 保 育 所
給 食 に つ いて の 献 立作 製、 栄 養価
算定 及び 調 哩 む法 に つ い て 実 習 を
行 なっ た。 中 学 へ も ２ 名 、幼 稚園
に ３ 名 実 習 生 が来 隅 し た 。

夏
季
休
業
中
の
生
活
心
得

校
外

生
活

①
遊
び
Ｉ
火
薬
遊
び
、
打
上
げ
花

火
、
危
険
な
遊
び
を
し
な
い

②
外
泊
－
生
徒
ど
う
し
の
外
泊
、

旅
行
、
遠
出
は
禁
止
す
る

③
誘
か
い
Ｉ
見
知
ら
ぬ
人
の
車
に

便
乗
し
た
り
、
高
校
生
の
さ

そ
い
を
う
け
車
に
便
乗
し
な

い
。
性
的
被
害
防
止
に
注
意

す
る
こ
と

死
亡
　
　
中
村
　
河
村
万
次

三
〇
〇
〇
円
夫
宮
本
政
男
死
亡

野
波
瀬
　
宮
本
ヨ
シ
エ

＠

人
権
擁
護
委
員
の
委
託

人
権
擁
護
委
員
法
第
一
一
条
に

よ
り
山
口
地
万
法
務
局
よ
り
、
青

山
常
次
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。

○
寿
大
学
互
助
会

三
〇
〇
〇
円
　
故
河
村
新
右
工
門

五
〇
〇
〇
円
　
　
　

故
島
尾
ミ
ョ

ニ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
　
　
　

故
西
村
四
郎

一
〇
〇
〇
〇
円
　
　
故
安
冨
マ
ツ

七
〇
〇
〇
円
　
　
　
　

木
藤
孫
輔

一
〇
〇
〇
〇
円
　
　
　
狩
谷
ハ
ナ

お
知
ら
せ

○
電
話
架
設
の
申
込

債
券
の
引
受
額
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

単
独
電
話
　
取
付
費
　
五
万
円

債
券
額
　
一
〇
万
円

二
共
同
電
話
　
取
付
費
　
三
万
円

債
券
額
　
三
万
円

そ
の
他
加
人
料
　
三
〇
〇
円

○
あ
ぶ
な
い
置
石

子
供
さ
ん
が
戸
外
で
遊
ぶ
季
節

で
す
。
線
路
附
近
で
遊
人
で
レ
ー

ル
に
置
心
を
し
た
り
木
片
を
置
い

た
り
、
列
車
に
投
石
す
る
等
の
い

た
ず
ら
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
線
路
附
近
で
遊
ん
だ

り
線
路
を
通
っ
た
り
い
た
ず
ら
を

し
な
い
よ
う
御
指
導
を
願
い
ま
す

＠

印
鑑
登
録
替
え

町
印
鑑
条
例
が
改
正
さ
れ
、
八

月
一
日
か
ら
印
鑑
証
明
の
方
法
が

い
ま
ま
で
と
か
わ
り
「
印
鑑
登
録

票
」
を
複
写
し
て
、
印
鑑
登
録
証

明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
だ
め
現
在
町
役
場
に
登

録
さ
れ
て
い
る
印
鑑
は
八
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
に
登
録
替

え
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
了
。

・

婦
人
会

藤
村
ツ
タ
エ

四
十
七
年
度
会
員
匸
二
七
二
名

経
済
社
会
が
過
速
度
的
な
発
展

を
続
け
る
今
日
、
社
会
の
変
貌
に

対
応
し
得
る
能
力
を
も
ち
、
さ
ら

に
積
極
的
に
社
会
の
進
艇
に
寄
与

し
得
る
婦
人
に
な
る
よ
う
学
習
ｈ

こ
れ
が
婦
人
会
活
動
の
軸
と
な
ｈ

地
域
社
会
の
向
上
に
貢
献
す
る
ｒ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

婦
人
会
に
は
次
の
通
り
衣
裳
の

貨
し
出
し
を
行
っ
て
居
り
ま
す
。

御
利
用
下
さ
い
。

花
嫁
用
打
掛
け

留
袖
三
十
才
前
後
　
一
〇
〇
〇
円

々
五
十
才
前
後
　
一
〇
〇
〇
円

ク
七
十
才
前
後
　
一
〇
〇
〇
円

丸
帯
若
向
き
　
　
　
　

五
〇
〇
円

中
年
向
き
　
　
　
五
〇
〇
円

年
寄
向
き
　
　
　
五
〇
〇
円

モ
ー
ニ
ン
グ
大
小
（
共
）

一
〇
〇
〇
円

喪
服
セ
ッ
ト
（
草
屡
（
ン
ド
バ
ッ

グ
付
）
　
　
　
　一
〇
〇
〇
円

以
上
の
品
は
公
民
館
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
方
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

清
風

句
会

累
代
の
墓
に
風
蝕
つ
つ
じ
映
ゆ

元

阿
武
川
の
水
清
く
し
て
鮎
の
宿

照
　
枝

故
郷
の
水
清
け
れ
ば
鮎
は
ね
る

蓮
　
水

い
た
ま
し
き
ニ
ュ
ー
ス
相
次
ぎ
梅

雨
く
ら
し
　
　
　
　

一
　
平

大
寺
の
縁
の
高
さ
よ
蜩
地
獄

免
　
史

住
み
古
り
ぬ
郭
公
の
嗚
く
山
里
に

梨
　
花

鮎
料
理
授
賞
の
宴
の
末
席
に

み
つ
え

梅
雨
晴
間
大
寺
の
庫
裡
謡
会

さ
つ
き

大
照
院
ぬ
れ
縁
高
し
蜩
地
獄

九
　
重

手
ず
く
ね
の
絵
具
の
菖
蒲
藍
の
澹

し
　
　
　
　
　
　
　
　
翁

ま
ね
か
れ
て
父
の
日
切
座
の
客
だ

な
り
　
　
　
　
　
　

旬
　
一

悔
ま
れ
つ
替
着
忘
れ
し
梅
雨
の
宿

鈴

梅
雨
じ
め
り
し
て
心
憂
し
旅
衣

千
　
代

選
者
　
　
雲
　
仙

寺
薄
暑
大
照
院
の
謡
会

帰
省
し
て
叙
勲
祝
に
子
等
つ
ど
う

道
薄
暑
由
緒
の
旧
居
見
つ
か
ら
ず

到
来
の
批
把
は
茂
木
に
は
あ
ら
ね

ど
も次

は
七
月
二
十
九
日
（
土
）
で

す
。
句
を
お
送
り
下
さ
い
。

行 事 メ モ

７月 上 旬

２日　 湯 免 温 泉 ま っ り
４～ ５　社 会 教 旨 委 員 視察

・昭和47年度公営住宅建築

入 札 、 着 工

・青少年健全育成会議
７月中旬

・ 身 障 者並 び に 老人 実 態 調

査
・ 老 人健 康 診 査（ 一般 診 査 ）

・ 民 生 児 童委 員会

・教頭主事会　校長館長会

・ ね た きり 老人 訪 問 診 査

８月上旬

・印鑑登録切替事務開始

・ 無 像 仏 供 養

・社協みすみ発行
８ 月 中 旬

・全 国 戦没 者 追 悼 式
８月 下 旬

・老人健康診査（精密診査

）

・ 民 生委 員 会

夜
明
け

な
い
が
暴
力
行
為
兮
つ
け
た

ら
連
絡
す
る

②
ク
ラ
ブ
活
動
１
積
極
的
な
活
動

を
す
る
。
六
時
に
は
一
斉
に

終
了
し
、
六
時
三
〇
分
下
校

す
る

健
康
安
全

①
交
通
事
故
防
止
上
父
通
規
則
を

守
り
、
単
車
、
カ
ブ
を
運
転

し
な
い
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